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今後の経営計画等について 〜年度別診療報酬請求額〜

令和2年度
九州大学：502億円
東京大学：467億円
大阪大学：431億円

※令和3年度は見込額

国⽴⼤学病院管理会計システム(HOMAS)稼働額WEBより(令和3年8⽉26⽇抽出)

収⼊=診療実績は国⽴⼤学病院で1位

＊上位5国⽴⼤学病院
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パンデミックの歴史
ペスト 165-180
500万⼈
アントニウス帝政

ペスト 541-542
5000万⼈
ユスティニアヌス帝政

ペスト 1347-51
２億⼈ ⿊死病
ユーラシア

ペスト 1855-1900?
3000万⼈
中国ー全⼤陸

コレラ 1816-23
100万⼈
ヨーロッパ

新型インフルエンザ
スペインかぜ
5000万⼈
1918-1920⻩熱病 1800-1920

150万⼈
アフリカ・南⽶

天然痘1520-1630
アフリカ・ヨーロッパ
南⽶ 5600万⼈

HIV/AIDS 
1981-現在
3500万⼈
アフリカー全世界

SARS 2002 770⼈
中国
MARS 2012  850⼈
中東

COVID-19   2019-
新形コロナ
600万⼈↑ 全世界



1920年 日本内科学会
宿題報告

九州大学第一内科
初代 稲田龍吉教授





⽉ 本院の対応 国・福岡県の状況

R2.2 2.22 最初の感染症患者を受⼊れ（救命ICU 3/6転院）

2.25 コロナウイルス感染症対策本部を設置
2.20︓福岡県で初
めての感染症患者
を確認

R2.3 3.18 ⼊院患者への⾯会を原則禁⽌に
3.27 南棟時間外外来出⼊⼝を封鎖 職員⽤無料駐
⾞場（400台分）設置

R2.4 4. 4 中等症、軽症患者の受⼊開始
4. 7 ⻭科部⾨の診療制限開始
4. 8    医科部⾨の診療制限開始
4.10 電話診療による処⽅箋発⾏の開始
4.16 発熱ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ外来設置
4.21 術前PCR検査の試⾏実施
4.23 感染症⼊院患者が21⼈に（最⼤数）

4. 7 政府が緊急
事態宣⾔
4.11 福岡県の１
⽇の新規感染者43
⼈（第⼀波最⼤数
）

R2.5 5. 7 外来化学療法の病棟での実施
5.28 感染症⼊院患者が０⼈に

5.14 政府が福岡
県を含む39県で緊
急事態宣⾔を解除

R2.6 6. 1 診療制限の解除及び電話診療による処⽅箋発
⾏の取扱中⽌

R2.7 7. 7 感染再拡⼤に伴い感染症患者の受⼊再開始
R2.8 8.11 JMAT（⽇本医師会災害医療チーム）として、



県内の感染症指定医療機関
第⼀種 福岡東医療センター（2床）
第⼆種 県内12病院（計64床）
ブロック 病院名称 所在地 病床数

福岡

福岡市⺠病院 福岡市 4
九州医療センター 福岡市 2
福岡⾚⼗字病院 福岡市 2
福岡⼤学筑紫病院 筑紫野市 2
福岡徳洲会病院 春⽇市 2
福岡東医療センター 古賀市 10

北九州 北九州市⽴医療センター 北九州市 16
筑豊 ⽥川市⽴病院 ⽥川市 8

筑後

聖マリア病院 久留⽶市 6
新古賀病院 久留⽶市 8
筑後市⽴病院 筑後市 2
⼤牟⽥病院 ⼤牟⽥市 2



正⾨ 東⾨

イノベ別館

ウエストウイング２階

病院本館（外来棟・北棟・南棟）と離れた場所にコロナウイルス感
染症患者受⼊れ専⽤病床を確保

専⽤病床の新設① 13

病院外来棟・北棟・南棟



14専⽤病床の新設③ イノベ別館

病床前廊下（汚染区域）

配膳準備室（清潔エリア）ナースステーション前室（準清潔エリア）
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⼊退院・周術期⽀援センター

センターの効果
＜⼊院前から⾏う周術期管理＞ ＜⼊院前から⾏う患者情報の収集＞
○ ⿇酔科による術前診察
○ 薬剤師による術前禁忌薬の確認 等

○ 多職種により収集した患者情報を
⼊院前から病棟や事務部⾨と共有

センターの拡⼤状況
2014年4⽉
周術期⽀援センター

運⽤開始

2018年11⽉
周術期⽀援センター

拡⼤を提⽰

2019年4⽉
周術期⽀援センター

移転・拡⼤

2020年4⽉
医療連携センターの再編

⼊退院・周術期⽀援センター設置

2021年8⽉
⼊退院・周術期⽀援センター

移転・拡⼤

① ⼿術の有効性、安全性を⾼める
② また、術後の回復を早めるた

め、在院⽇数の短縮にも繋がる

① ⼊院当⽇に⾏う病棟業務の負担を軽減
② 早い段階で退院⽀援を開始でき、

円滑な退院に繋げる



⼊退院・周術期⽀援センターについて

開所式の様⼦

今後について
＜⽀援対象の拡⼤＞

⽀援を必要とする患者の対象について、協議を⾏い、今後も随時、⽀援対象の
拡⼤を検討する。

＜移転後の⼊退院・周術期⽀援センター＞
病院の正⾯⽞関⼊⼝横に移転し、患者さんの利便性が向上した。

⾯談室内

廊下受付



レストラン（ロイヤルホスト）

外来診療棟１階ホスピタルモール
⽉-⾦ 8:30-20:00

⼟・⽇・祝⽇ 9:30-20:00

外来診療棟１Fの機能強化 福利厚⽣施設の再配置① 23

コンビニ（ローソン）

外来診療棟１階ホスピタルモール
⽉-⾦ 7:00-21:00

⼟・⽇・祝⽇ 7:00-20:00



外来診療棟１Fの機能強化 福利厚⽣施設の再配置② 24

• 喫茶（タリーズ）

外来診療棟１階 ⻄側 屋外別棟
（医学図書館側）

毎⽇ 7:00-20:00
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医師の働き⽅改⾰に伴う新たな勤務時間管理等の導⼊について

医師の働き⽅改⾰では「地域医療の持続性」と「医師の健康への配慮」の２つ
を両⽴することが重要

◆良質かつ適切な医療を提供する体制
◆働きやすい病院へ

◆労働時間の把握
◆労働時間の縮減
◆健康確保措置の導⼊

※働き⽅全体の⾒直し

■医師の働き⽅改⾰の基本理念

適正で客観的な⽅法による新たな勤務時間管理システム（Dr.JOY）を導⼊し、
①時間外勤務、②外勤（兼業）時間等の把握を⾏う

（１）新たな勤務時間管理システム（Dr.JOY）の導⼊

■本学における取り組み



医師の働き⽅改⾰に伴う新たな勤務時間管理等の導⼊について



医師の働き⽅改⾰に伴う新たな勤務時間管理等の導⼊について

所定の勤務時間外における活動を、「業務」と「研鑽」に区分する区分表の導⼊
※時間外勤務の対象となる「業務」を明確に。なお、管理者（診療科⻑等）の
命令・承認が必要

（４）業務と研鑽の区分

診療にかかる⼿当の廃⽌・⾒直し等を⾏い、所定の勤務時間外における全ての活動
時間を適正に評価
※実態に即して「業務」と「研鑽」で整理、「業務」については時間外勤務⼿当
を⽀給

（３）診療従事⼿当等の⾒直し

（２）柔軟な勤務シフト等の導⼊
①１週間の所定勤務時間（週38.75h）を確保し、早出・遅出、１⽇（半⽇）外勤が
可能となるシフト制勤務の導⼊

※地域医療確保を⽬的に、週1⽇の外勤（兼業）従事時間を確保

②柔軟な勤務の実現のため、フルタイム勤務（週38.75h）を基本とする医員
（⽉給制）の創設



医師の働き⽅改⾰に伴う新たな勤務時間管理等の導⼊について

・ ICカードタッチ不要
・残業・研鑽の切り分け

・⾃動で出退勤の記録

・タイムライン機能による滞在時間の⾒える化
・医師の働き⽅データ分析

■Dr.JOY スマホでの利⽤も可能
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⽂部科学省は22⽇、国⽴⼤のうち特別に⽀援する「指定国⽴⼤学法⼈」
として、新たに九州⼤を指定したと発表した。既に指定を受けている東京
⼤や京都⼤などとあわせ、計10校となった。

指定国⽴⼤は研究⼒向上やイノベーション創出のけん引役を担う国⽴⼤を
育てる⽬的で、2017年度に導⼊された。出資できる企業などの対象が拡
⼤し、経営の裁量が広がる。九州⼤は20年に指定が⾒送られ、再申請し
ていた。

九州⼤「指定国⽴⼤学法⼈」に 全国で計10校に
2021年11⽉22⽇ 20:16







皆様、任期の４年間、⼤変お世話になり、
誠にありがとうございました。

九州⼤学病院の更なる発展を祈念致します。



医療従事者応援プロジェクト

動画 医療従事者応援プロジェクト「You are my HERO」
撮影日：R2.11.28（土）29（日）（動画時間：１分３２秒）

※ 画像にポインターを重ねると、左下に再生アイコンが現れます。


